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日本原水協と東京原水協は２月６日、雪がちらつく上野公園で「原

爆と人間」展パネルを並べ、「すみやかな核兵器の廃絶のために」署名

と原爆症認定制度の抜本的改正を求め「６・９」行動を行いました。 
東京原水協の石村和弘事務局長や上野の森に広島・長崎の火を永遠

に灯す会の金子満広さん、八王子在住の被爆者である戸瀬英男さんな

どが次々とマイクを握り、「２年後の２０１０年にひらかれるＮＰＴ

（核不拡散条約）再検討会議に向けて核兵器廃絶のうねりを作り出す

ため、３・１ビキニデーにご参加下さい」、「原爆症認定制度の抜本改

正を求める署名にご協力を」と訴えました。 
仕事の用事で美術館に来たという北海道出身の若い女性は、「原爆はこれ

まであまり考えたことがなかったし、遠い感じがしていたが、パネルを見て

身近になった。大切なことだと思うので知っていきたい」と話し、パネルを

じっくりと見ていました。また、埼玉県の私立中学生の２人組は、パネルの

死体をさして、「今の世の中では信じられない」と話していました。 
「もう終わりですか」と駆け込み署名した横須賀市の女性は、「原子力空

母の是非を問う住民投票条例の直接請求署名運動を行います」と話していま

した。 
この日の行動には20人が参加し、「すみやか」署名が121筆、原爆症認定

署名が40筆と募金が寄せられました。 
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米国のミサイル巡洋艦「シャイロー」が２月 16日から 20日まで長
崎港に入港する問題で、田上富久長崎市長は１月 22日、高村正彦外務
大臣宛に入港回避の要請文を送りました。 
文書の中では、「63年前に原子爆弾の投下により一瞬にして廃墟と化
し、14 万余の市民が死傷し、現在も多くの被爆者の方々が後障害で苦
しんで」いることを理由に、「先端兵器を搭載する米国のミサイル巡洋

艦が入港することで被爆者をはじめ市民の不安をいっそうかきたてる

ばかりであり、到底容認することができない」として日本政府として

米国に対し、長崎港への入港回避を強く申し入れています。 
また、同日在日米大使館ジョン・トーマス・シーファー特命全権大

使に、翌 23日には在福岡米領事館・マルゴ J.キャリントン主席領事に
も同様の文書を送りました。 


